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経年劣化している施設・機器は、長期修繕計画により利用者が安全に安心して利用できるよう施設の維持管理に努めてください。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

市民のスポーツ活動（スポーツ少年団・体育協会・総合型地域スポーツクラブ等）支援のため体育施設充実を図る必要があります。また、市民問わ
ず多数の人に、市体育施設を利用していただくよう利用方法の周知を改善する必要があります。

有効性
市体育施設にて東温市主催の各種大会（バレーボール大会・ソフトボール大会・マラソン大会）を開催することで市民の親睦交流の場になってい
ます。

達成度
施設予約システムによって、インターネットで気軽に予約でき、またツインドーム重信改修工事により老朽化していた各箇所を改善し、利用者が快
適に利用できております。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 60,130 49,452 76,307
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一次評価者 社会体育係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

ツインドーム重信のトレーニング機器を更新する必要があります。
国体に向けて、競技会場となっている施設の修繕及び備品の整理・購入が必要になっています。

効率性
３体育施設（ツインドーム重信・トレーニングセンター・川内体育センター）の管理運営業務を指定管理者へ委託しており、民間企業のノウハウを活
用し、サービスの向上や経費削減に努めています。

改　革
計　画

ツインドーム重信のトレーニング機器が経年劣化していることから、利用者への安全面を考慮し、引き続き、更新を行っていく予定です。
国体に向けて、バスケットボール（成年男子）の競技会場となっているツインドーム重信のバスケットゴール及びカウンターを更新する予定です。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 52,275 41,663 68,516

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 1.150 7,008 1.150 6,915 1.150 6,925

臨時職員工数・経費 0.450 847 0.450 874 0.450 865

0

その他特定財源 23,152 16,929 30,856

一般財源 29,123 24,734 37,660
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予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

使用料 使用料収入の年間積算 千円
21,747 16,794 24,581 25,000

23,152 16,929

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（２）スポーツ施設の整備充実・有効活用

事業区分

事業の対象 市民 根拠法令

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 ５ 生涯スポーツの振興

026 2001 事務事業名 体育施設管理運営事務 細事務事業名

主要施策

該当

事業の目的 最終的
市民の健康増進、地域連帯感の醸成及び体育振興に
よる交流を図るため、体育施設を設置し管理運営を行っ
ています。

今年度

活動内容
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課　　名 生涯学習課 係　　名 社会体育係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 直営 実施計画

体育施設利用の運営を行います。 使用予定の管理を行います。

施設や設備の修繕、点検を行います。
ツインドーム重信、農林業者トレーニングセンター及び川内体育セ
ンターの管理運営業務を指定管理者へ委託します。

利用者が安全に利用できるよう、備品の購入・入替を進めま
す。

成果指標


